
患者さんのためのパンフレット

甲状腺 I -131内用療法シンポジウム組織委員会



　バセドウ病には薬物療法、手術療法とアイソトープ治療があり
ます。バセドウ病の患者さんは希望すれば、アイソトープ治療を
受けられますが、特に次のような患者さんには良い治療です。

■抗甲状腺薬治療や手術を望まないとき

■甲状腺腫を小さくしたいとき 

■心臓病や肝臓病などの慢性疾患を持っているとき

■抗甲状腺薬で十分コントロールできないとき

■抗甲状腺薬で副作用が出現したとき

■抗甲状腺薬中止後に再発したとき

■手術後にバセドウ病が再発したとき

アイソトープ治療の歴史と安全性

どのような人がアイソトープ治療を受けるのでしょうか？

　バセドウ病に対して放射性ヨードを使った初めての治療の試
みは、1941年にアメリカの2つのグループで行われました。そ
の後、多くの人が放射性ヨード治療（アイソトープ治療）を受けて
きましたが、治療量のアイソトープが白血病や甲状腺癌を起こす
という証拠はなく、アイソトープ治療はきわめて安全と考えられ
ております。
　また、この治療には手術で見られる傷痕な
どの心配がなく、甲状腺の腫れが取れ、美容的
にもアイソトープ治療は優れております。現在、
アメリカではバセドウ病患者の80-90%が
アイソトープ治療を受けています。日本でも、
1998年から500メガベクレル（13.5ミリ
キューリー）までなら専門医療機関の外来で
治療ができるようになりました。患者さんに
とっては福音です。ただ、病状によっては入院
して治療する場合もあります。
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●本パンフレットは、各医療機関においてそのまま患者様の説明

資料としてご利用いただくことも、患者様への説明資料を作成

する際の参考資料としてご利用いただくことも自由です。

●本パンフレットの著作権は、甲状腺 I -131内用療法シンポジ

ウム組織委員会に帰属しますが、引用、転載、複写は自由です。

●アイソトープ治療を実施する場合には、日本核医学会の放射性

ヨード内用療法委員会編集の「バセドウ病の放射性ヨード内用

療法に関するガイドライン」（核医学；第42巻1号17-32頁、

2005年）を参考にしてください。
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